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教育経済論の課題と方法103
も
教
育
制
度
の
「
再
検
討
」
や
「
改
善
」
の
要
望
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
’
九
五
四
年
の
「
要
望
」
で
は
、
法
文
系偏重の是正、大学の全国的画一性排除、学術研究・職業専門教育・教員養成のそれぞれを重点とする大学への分
化、専門教育の充実と一般教育の縮少、短大・五年制高専の設立、および教育行政の刷新強化と大学への監督強化、
が内容となっている。大内氏はいったいどのような事実を根拠にして、新制大学が「タイムリーな改革」として、
「高度成長に見合った労働力の供給櫛造を定着させることになった」といわれるのであろうか。ここ十年の高度成
長もむしろ、一見文科系をもほとんど完全に労働市場に吸収したかに見えながら１－実はダンピングないし「潜在
失
業
」
に
す
ぎ
な
い
ｌ
、
そ
の
過
程
で
従
来
あ
っ
た
大
卒
労
働
市
場
の
矛
盾
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
、
「
議
力
不
足
下
の
労
働
力
過
剰
」
を
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
、
明
治
期
、
終
戦
後
に
も
匹
敵
す
る
教
育
の
全
面
的
な
改
革
が
現
在
企
図
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
重
要
な
根
拠
が
あ
る
。
「
技
術
労
働
者
で
あ
る
に
せ
よ
、
管
理
部
門
の
労
働
者
で
あ
る
に
せ
よ
．
大
学
が
そ
れ
ら
を
養
成
す
る
労
働
力
の
再
生
産
の
場
と
し
て
機
能
す
る
以
上
、
財
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
意
を
う
け
た
政
界
か
ら
の
大
学
へ
の要請はますます強まらざるをえない……・政府による大学の管理統制はつよまらざるをえない。」という一般論
では、とくに最近十年の事態は説明しきれないであろう。
一般総ｌそこには、本書のあとがきで述べられている筆者の意図にもかかわらず．「巍状分析」がない．重化学
工
業
化
の
な
か
で
資
本
の
労
働
力
へ
の
、
従
っ
て
教
育
へ
の
要
請
が
変
化
し
て
く
る
、
と
い
う
発
想
の
具
体
的
な
適
用
は
誤
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
発
想
の
方
向
は
正
し
い
．
こ
こ
に
は
前
の
隅
谷
氏
の
場
合
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
案
主
義
の
護
・
変
貌
を
う
け
て
１
℃
ｂ
まさに経済学として－１教育を見ようという姿勢がある。しかし、独占段階の重化学工業化が教育水準を著しく上
昇
さ
せ
る
と
い
う
な
ら
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
ど
う
な
の
か
。
そ
も
そ
も
日
本
で
も
、
明
治
末
、
大
正
期
か
ら
の
戦
前
、
戦
後
、
と
くに六○年代、というさまざまな時期を「重化学工業化」↓「技術労働者・管理労働者の増大」で包括しきれるのか
104
どうか。また「高い教育水準」でも、アメリカと日本の場合は著しく様相が異なる。こうした違いは、まさに氏自
ら言われるように、「日本の資本主義の特殊性との関係で理解する必要がある。」三段階論を借用するならば、氏に
は段階稔はあっても、現状分析がないのである。
こうした現状分析ぬきの「現状分析」は大へん奇妙なことに、唯物論的な立場に立つはずのマルクス経済学の側
からする多くの「分析」にかなり共通である。たとえば、筆者が別の機会に批判した芝田進午氏の私立大学論もそ
う
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
の
発
展
↓
「
専
門
的
労
働
力
」
育
成
の
要
綱
増
大
↓
し
か
も
一
方
国
家
お
よ
び
地
方
自
治
体
予
算
の
資
本
に
よる収奪のための教育費の制限↓高等教育への要求（需要）の増大を利用する「教育資本」の発生、というシェー
マ
は
、
そ
れ
が
成
立
つ
な
ら
、
欧
米
諸
国
に
も
あ
て
は
ま
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
が
国
の
私
立
大
学
は
ま
こ
と
に
特
殊
な
存
在
である。そうした特殊性が右のような一般的シェーマで説明できるはずがない。シェーマが先行して、プロクラス
テスのベッドよろしく、現状分析の素材が取捨選択され、先行した「結論」にあう「現状分析」がっくり出される
と
い
う
の
で
は
、
い
か
に
「
明
快
」
で
あ
っ
て
も
科
学
の
名
に
値
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
（１）『日本の科学者』第一巻第四号、「私学の民主化と組合運動」、『経済志林』第三五巻第一号、「私学の中小企業的体質に
（２）以下引用は同嘗からである。
、
、
（３）しかも「大学は押すな押すなの大繁昌である」、「高等学校は……ややピンチの状態」（傍点繁者）といった不正碗な絞
述もある。大学は一九六六年春からすでに曲りかどにある。
（４）『経済評騰』一九六九・五月臨時号、拙稿参照。なお三菱銀行『綱査』二九七○・五）でも、アメリカの労働市場と比
絞しながら「労働力不足」下の大卒の「労働力過剰」をとり上げている。その中ではたとえば、米国では高騨教育就学率が
わが国の一一倍以上に達しているにも拘らず、わが国と全く対照的に、ホワイトカラーが不足し、ブルーカラーが過剰であ
って、後者の失業率は前者の失業率の二倍以上であること、また若年闇の失業率が著しく高いことが指摘されている。
ついて川」。
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これまでいわゆる近代経済学およびマルクス経済学におけるいくつかの教育経済論を見てきたわけであるが、そ
れらを通じて科学的な教育経済論の課題と方法とは、ほぼ明らかになってきたように思われる。
層妬３２４ｍ２３郡大学の意志決定をおこなうことになっている。」「……戦前の大学において
澪引Ⅲ引川引叫「釧釧引判唖教授会自治の実質的内容をなしていた講座制は、旧制大学からそのまま移
翻“３２４ｍ２４ｆ行した大学の専門課程の学部にのみみとめられた……。」
》．『｜蝉・蝋』懸醸蕊鱗灘一噸峠
四
106
学問は問題提起（同日、の⑫庁の］一目ｍ）にはじまる。ここ数年の大学紛争の中で、私たちはかずかずの問題をつきつ
け
ら
れ
て
き
た
。
教
育
な
ど
と
お
よ
そ
言
え
な
い
教
育
、
そ
れ
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
る
研
究
、
と
く
に
私
大
の
劣
悪
な
研
究
・
教
育
諸
条
件
、
し
か
も
深
刻
化
す
る
財
政
危
機
、
そ
し
て
「
大
学
と
は
何
か
」
。
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
諸
問
題
は
も
ち
ろ
ん
今
日
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
偶
然
的
な
所
産
で
も
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
諸
外
国
の
大
学
に
か
な
り
共
通
の
問
題
も
あ
る
が
、
た
と
え
ば
私
立
大
学
問
題
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
特
殊
日
本
的
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
特
殊
日
本
的
な
諸
麗
は
’
一
膿
に
翼
状
分
析
と
し
て
の
日
妻
奎
義
分
析
は
そ
う
し
た
鑿
日
本
的
な
霞
題
を
扱
う
わ
け
で
あ
る
が
ｌ
、
そ
の
背
景
を
な
す
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
性
か
ら
の
み
説
明
し
う
る
。
教育経済論の課題は、原理的にいうならば、「資本主義にとり教育とは何か」ということである。これについては
第
二
節
で
若
干
の
考
察
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
教
育
は
一
方
で
資
本
に
と
り
不
可
欠
、
致
命
的
と
も
言
う
ぺ
き
商
品
で
あ
る
労
働
力
の
再
生
産
と
し
て
の
意
義
を
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
。
労
働
力
に
要
請
さ
れ
る
一
定
の
質
な
か
ん
ず
く
技
術
・
知
識
の
訓
練
・
育
成
の
ほ
か
、
こ
れ
を
支
え
る
「
潤
滑
油
」
と
し
て
の
体
制
順
応
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
注
入
を
、
教
育
は
他
の
機
能
と
し
て
併
せ
持
つ
⑦
、
、
て
い
る
。
後
者
は
直
接
労
働
力
に
か
か
わ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
労
働
者
に
か
か
わ
る
。
第
二
節
で
見
た
科
学
、
教
育
へ
の
国
家
Ⅱ
、
、
資本の側からするさまざまの攻撃に対する労働者の闘争Ⅱ階級闘争という声」とになれば、なおさら人間の問題であ
（１）
る
。
「
経
済
学
は
人
間
そ
の
も
の
を
対
象
と
は
し
な
い
。
商
品
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
」
な
ら
ば
、
労
働
者
あ
る
い
は
人
間
に
か
か
わる部分は、経済学の対象外として放逐されねばならないことになろう。しかし学問の固定した「繩張り」が先行
するものではなくて、問題が先行する以上、なかんずく境界領域にある諸問題は、双方から「境界」をこえて切瑳
しあうことなしに解明は不可能であろう。
第一接近、もしくは原理的な次元からさらに進んで、教育経済論は、提起された問題に答えるため、具体的な歴
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史に沿った各国についての現状分析を必要とする。とくに近代的な学校制度が確立され、学校が「人間形成」より
も人材Ⅱ労働力供給をその主要使命とするにつれて、どのようにしてその時々なり国なりの要求に応じた一定の質
の労働力が、再生産され、イデオロギー教育が行なわれたかということ、併せて、教育をめぐる階級闘争がどのよ
うに進行したか、といったことが、資本主義発達史を下じきにして具体的に究明されねばならない。しかしもとよ
（２）
り教育は経済によって一面的に規定されるものでもないし、教育がまた経済に反作用する側面もある。また階級闘
争に関連するが、社会政策の場合と同じく、教育が資本の論理によってのみ貫徹されるといっては誤りであろう。
たとえば高校の進学率上昇に高校全入運動の果した役割を無視することはできない。もとより資本の側は譲歩を強
いられても、それをあくまで資本主義の枠の中におしとどめるだけでなく、「譲歩」をむしろ自らに有利なものに
転化しようとするのであるが。こうしたことはとくに国家独占資本主義段階に一般的に見られることである。とも
あれ、一般論でずますのでなく、日本を中心としてアメリカ、フランス等、それぞれの国の資本主義の特殊性がど
のように教育の特殊性を規定しているかを検討することが、現状分析としての教育経済論の課題である。それによ
って私たちは、原理または一般輪をもより正確な、内容魁欝なものとすることができよう。
なかんずく、私たちの窮極目標は日本資本主義の現状分析である。そうである以上、教育経済論の主眼は、日本
の教育の特殊性、すなわち義務教育の早期普及、高等教育ではとくに私大という特殊な存在、教育の二重（むしろ
多層）構造、異常なまでの学歴主義、たとえば教科書問題に見るような一貫した国家権力の教育への介入、「全面
的に発達した個人」でなく速成ですぐ役に立つ（しかし実はすぐ役に立たなくなる）人間をつくろうとする教育政
策、等々が、日本資本主義の特殊性を背景とし、その発展の諸段階の中でどのように要請され、生実れてきたのか、
策、等々が、日本資本主》
に置かれることになろう。
108
つぎにこうした課題を追究する方法も、すでに以上述べた所にふくまれている。はじめに日本資本主義論（日本
経済論）がなかんずく労働市場論に焦点を合わせながら歴史的に展開されねばならない。その際とくに中心となる
のは大学に典型的に見られるように、諸矛盾があらわになった新安保体制下のこの十年である。そうした背景との
関連で、これと対応しもしくは一見背離するかに見える教育なり文教政策なりが分析される。とくに教育の側が、
学歴偏重に見られるように、資本によって生み出されながら、一定の枠内でにせよこれとは独自に動く場合、その
ギャップが経済に吸収されうるかえないかという、経済への教育の反作用が併せて検討されねばならない。
日本資本主義ないし日本の教育の特殊性は他国のそれの分析との対比によって浮彫りにされうる。さしあたり対
比すべきは、わが国の教育とくに大学制度の母型をなし、しかも教育制度全体が現在その方向へと急速に変えられ
（３）
よ
う
と
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
本
稿
の
中
で
も
、
ま
た
別
の
機
会
に
も
、
い
く
つ
か
指
摘
し
た
相
違
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
日
本
（４）
（５）
では新規入職者に占める学卒者の比重が異常に高いことや、堂的増大に反しての高等教育の経費の相対的低下、産
（６）
業椛成の中でとくに第三次産業の内容の一つがい、などといったこともふくめて、それらの背紮となっている資本主
義の特殊性の相違が検討されねばならない。さらに大学卒が専門的労働力として日本とはきわめて異なる様相にあ
（７）
るアメリカでさえ、大学生過剰、複線化の声がしきりとなっていることは興味深い一不唆を与えることになろう。
研究方法については、従来の欠陥にかんがみて、なかんずく客観的・包括的な素材を基礎とする実証的方法が強
調されねばならない。教育そのものについては、科学的な立場からする実証的な研究も少なくないようであるが、
経済学の側から教育を見ようとする場合、こうした研究は前節で見たように蓼々たるものである。とくにわが国の
大学の特色をなす私学については、なおさらである。むしろそれはさまざまの問題点をふくむにせよ、体制側に立
つ人々によって進められているのであり、そうしたものの検討の上に中教審答申なども出されてきている。こうし
教育経済論の課題と方法109
た研究の内容を批判的に検討することと併行して、私たち自身の中での調査を基礎とする実証的研究がおし進めら
れねばならない。まことに、「調査なくして発言権なし。」
なお最後に一言付加えておこう。日本資本主義の分析に限ったことではないが、資本の論理にとって合理的なも
のと非合理的なものとの関連をどのように理解するかは、重大な問題である。日本資本主義論争の分岐点もここに
あるし、宇野理論もこうした問題意識から生まれた。しかし、古い、非合理的なものをしばしば温存し、利用はし
な
が
ら
も
、
根
底
に
は
資
本
主
義
の
合
理
性
が
貫
徹
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
資
本
が
労
働
力
再
生
（８）
産の重要な手段として教育を包摂する場〈ロも同様であろう。教育経済論における実証的研究は、いずれが規定的な
も
の
で
あ
る
か
を
見
き
わ
め
る
た
め
の
重
要
な
素
材
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
（
１
）
陽
谷
三
喜
男
前
掲
。
た
と
え
ば
労
働
組
合
論
は
経
済
学
の
埒
外
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
（２）たとえば大卒が過剰に供給されても、それは直ちに就職率の低下となって現われるとは限らない。最近の事態に見るよ
う
に
、
個
觜
の
企
業
は
ｌ
総
資
本
と
し
て
の
対
応
は
別
に
し
て
ｌ
ｌ
少
な
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
さ
れ
た
大
卒
を
七
１
ル
ス等々としてそれなりに充用する。こうしたことは低賃金と機械の採用との関係でも同様である。作用しあう一方の要素
を
固
定
視
し
な
い
こ
と
が
菰
要
で
あ
ろ
う
。
（３）『経済志林』第三七巻第四号。
（
４
）
学
』
国
％
’
５
ｊ
（
５
）
「
商
弊
教
育
費
の
〔
総
教
育
澱
中
に
〕
占
め
る
比
率
と
商
等
教
育
在
学
者
数
の
〔
総
在
学
鶴
沐
１
２
‐
蕊
…
…
雌
：
寧
ろ
と
…
大
正
西
鑪
…
篝
…
学
欝
數
…
鵬騨紬州騨辨螺羅」一感織麟騨鰯議繊鱗鰯一蜘
繩》Ｉ｜耐‐剛ｌ”譜ころが、昭和三五年になると高等教育在学者数の占める比率は三・二％に上昇
しているにもかわらず、高等教育澱の占める比率は一一一一・一％と逆に減少して
110
いる。すなわち今日の商等教育に対する経澱の配分率は、戦前に比べて実質的に低下しているのであり……。」（文部省『日
本の成長と教育』一二二－一一一三ページ。）
（６）「日本の第三次産業は、近代的な第二次産業に立脚して展開されているのでなく、第二次産業に吸収されえない労働の
人口が、第一次産業に停滞し、第三次産業に流れこんでいるのであって、過剰人口のやむを得ないはけ口となっているよ
うに見える。」（文部省『大学と就縦』六一ページ。）
（７）たとえば、ｐゴ・冨三の《《弓冒の○・］」Ｃ円冨（杉政孝訳『ホワイト・カラー』）、〕・【⑪；電倉弓豈の、一局のロ鰯云】ロ腺竜呂・の豚薯
（仁科弥生駅『学歴病山新たち巳など。
（８）教育経済論の中に本来的に含まれるといってよいかどうか問題であろうが、とくに大学問題を検討する場合は労働力再
、
、
生産Ⅱ教育という面のみでなく、研究の側而が重要な問題として入らざるをえない。アメリカの産耶学協同体制を想起さ
れたい。
（’九七○・九・三○）
